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く
ま
き 

貞
一 

質
問
事
項
概
要 

  

公 

明 

令
和
四
年
六
月
十
日 

個
人 

五 

（
質
問
の
事
項
及
び
要
旨
） 

一 

障
が
い
者
支
援
に
つ
い
て  

（
一
） 

障
が
い
者
支
援
ア
プ
リ
の
導
入
を 

（
二
） 

障
害
者
手
帳
の
提
示
に
よ
り
利
用
料
金
等
が
減
免
さ
れ
る

区
が
管
理
す
る
施
設
に
お
い
て
、
デ
ジ
タ
ル
障
害
者
手
帳

「
ミ
ラ
イ
ロ
Ｉ
Ｄ
」
の
導
入
を 

（
三
） 

福
祉
タ
ク
シ
ー
券
の
精
神
障
が
い
者
へ
の
支
給
を 

（
四
） 

「
障
害
者
情
報
ア
ク
セ
シ
ビ
リ
テ
ィ
・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ

ョ
ン
施
策
推
進
法
」
の
施
行
に
つ
い
て 

【
要
旨
】  

（
一
） 

港
区
が
令
和
三
年
十
月
に
導
入
し
た
、
障
害
者
の
手
当
の

お
知
ら
せ
の
受
け
取
り
や
、
短
期
入
所
施
設
の
予
約
が
で

き
る
「
障
が
い
者
支
援
ア
プ
リ
」
の
北
区
で
の
導
入
を
求

め
る
。 

（
二
） 

デ
ジ
タ
ル
障
害
者
手
帳
「
ミ
ラ
イ
ロ
Ｉ
Ｄ
」
は
、
手
帳
情

報
を
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
画
面
に
表
示
す
る
こ
と
が
で
き

る
。
障
害
者
手
帳
の
提
示
で
利
用
料
金
等
が
減
免
さ
れ
る

1
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く
ま
き 

貞
一 

質
問
事
項
概
要 

  

公 

明 

令
和
四
年
六
月
十
日 

個
人 

五 

北
区
の
施
設
で
、
「
ミ
ラ
イ
ロ
Ｉ
Ｄ
」
の
導
入
を
求
め

る
。 

（
三
） 

精
神
障
が
い
者
の
外
出
を
支
援
す
る
た
め
、
福
祉
タ
ク
シ

ー
券
の
精
神
障
が
い
者
へ
の
支
給
を
改
め
て
要
望
す
る
。 

（
四
） 

障
が
い
の
あ
る
人
の
情
報
ア
ク
セ
ス
や
意
思
疎
通
に
関
す

る
施
策
を
総
合
的
に
推
進
す
る
こ
と
を
目
的
に
、
先
月
、

「
障
害
者
情
報
ア
ク
セ
シ
ビ
リ
テ
ィ
・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ

ョ
ン
施
策
推
進
法
」
が
施
行
さ
れ
た
。
同
法
で
は
、
自
治

体
に
対
し
、
情
報
伝
達
機
器
や
サ
ー
ビ
ス
の
開
発
に
対
す

る
助
成
、
多
様
な
手
段
で
緊
急
通
報
が
で
き
る
よ
う
な
仕

組
み
の
整
備
な
ど
を
求
め
て
い
る
。
法
の
施
行
に
つ
い
て

区
の
見
解
を
伺
う
。 

 
 

 2
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く
ま
き 

貞
一 

（
答 

弁 

案
） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

福
祉
部 

障
害
福
祉
課 

公 

明 

個
人 

五 

一
（
一
）
（
二
）（
三
）（
四
）  

障
害
者
支
援
に
つ
い
て
の
ご
質
問
の
う
ち
、 

ま
ず
、「
障
害
者
支
援
ア
プ
リ
」
の
導
入
に
つ
い
て 

お
答
え
し
ま
す
。 

 

港
区
が
導
入
し
た
「
障
害
者
支
援
ア
プ
リ
」
で
は
、 

手
当
の
手
続
き
な
ど
の
障
害
者
に
役
立
つ
情
報
を
、 

区
か
ら
メ
ー
ル
通
知
な
ど
で
受
け
取
る
こ
と
が
で
き
、 

タ
イ
ム
リ
ー
な
情
報
取
得
に
有
用
で
あ
る
と
認
識
し
て
い
ま
す
。 

一
方
、
短
期
入
所
施
設
の
実
際
の
利
用
に
あ
た
っ
て
は
、 

そ
の
都
度
、
障
害
の
状
況
や
食
事
の
配
慮
事
項
な
ど
、 

詳
細
な
情
報
の
聞
き
取
り
が
必
要
と
な
る
こ
と
か
ら
、 

短
期
入
所
施
設
の
予
約
機
能
に
つ
い
て
は
、 

施
設
側
の
運
用
も
考
慮
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。 

こ
の
よ
う
な
点
に
つ
い
て
、 

港
区
な
ど
、
先
行
自
治
体
に
お
け
る 

取
り
組
み
を
進
め
る
際
の
課
題
や
、
導
入
効
果
な
ど 

調
査
・
研
究
し
て
ま
い
り
ま
す
。 

（
後
頁
へ
続
く
） 

3
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く
ま
き 

貞
一 

（
答 

弁 

案
） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

福
祉
部 

障
害
福
祉
課 

公 

明 

個
人 

五 

（
前
頁
か
ら
続
く
） 

次
に
、
デ
ジ
タ
ル
障
害
者
手
帳 

ミ
ラ
イ
ロ
Ｉ
Ｄ
の 

導
入
に
つ
い
て
お
答
え
し
ま
す
。 

ミ
ラ
イ
ロ
Ｉ
Ｄ
は
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
に
取
り
込
ん
だ 

障
害
者
手
帳
の
情
報
を
、
画
面
上
に
表
示
さ
せ
る
こ
と
で
、 

従
来
の
障
害
者
手
帳
に
代
わ
る
も
の
と
し
て 

使
用
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。 

 

ご
提
案
の
区
が
管
理
す
る
施
設
で
の
使
用
料
の
減
免
の
際
に
、 

ミ
ラ
イ
ロ
Ｉ
Ｄ
を
使
用
す
る
こ
と
は
、 

障
害
の
あ
る
方
の
利
便
性
の
向
上
に
資
す
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。 

現
在
、
障
害
者
の
利
用
に
際
し
、
減
免
を
行
っ
て
い
る 

施
設
に
つ
い
て
、
利
用
を
検
討
し
て
ま
い
り
ま
す
。 

な
お
、
施
設
使
用
料
の
減
免
以
外
の
手
続
き
に
つ
い
て
は
、 

障
害
者
手
帳
原
本
の
提
示
が
必
要
な
場
合
も
あ
る
な
ど
、 

整
理
す
べ
き
課
題
も
あ
る
こ
と
か
ら
、 

今
後
の
検
討
課
題
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。 

 

（
後
頁
へ
続
く
） 
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く
ま
き 

貞
一 

（
答 

弁 

案
） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

福
祉
部 

障
害
福
祉
課 

公 

明 

個
人 

五 

（
前
頁
か
ら
続
く
） 

次
に
、
福
祉
タ
ク
シ
ー
券
の
精
神
障
害
者
へ
の 

支
給
に
つ
い
て
お
答
え
し
ま
す
。 

北
区
の
福
祉
タ
ク
シ
ー
事
業
に
つ
い
て
は
、
歩
行
が
困
難
な 

在
宅
の
心
身
障
害
者
の
外
出
を
支
援
す
る
た
め
、 

月
額
三
千
五
百
円
分
の
福
祉
タ
ク
シ
ー
券
を
交
付
す
る
も
の
で
、

対
象
は
一
定
の
身
体
障
害
者
、
知
的
障
害
者
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

精
神
障
害
者
の
中
に
は
、
音
に
対
す
る
感
覚
過
敏
な
ど
で
、 

公
共
交
通
機
関
の
利
用
が
困
難
な
方
が
い
る
こ
と
は 

認
識
し
て
い
ま
す
が
、 

精
神
障
害
者
を
対
象
に
支
給
し
て
い
る
区
は 

三
区
に
と
ど
ま
る
状
況
で
す
。 

区
と
い
た
し
ま
し
て
は
、
他
区
の
動
向
を
注
視
し
、 

引
き
続
き
検
討
課
題
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。 

 

次
に
、「
障
害
者
情
報
ア
ク
セ
シ
ビ
リ
テ
ィ
・ 

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
施
策
推
進
法
」
の
施
行
に
つ
い
て
、 

お
答
え
し
ま
す
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
後
頁
へ
続
く
） 
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く
ま
き 

貞
一 

（
答 

弁 

案
） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

福
祉
部 

障
害
福
祉
課 

公 

明 

個
人 

五 

（
前
頁
か
ら
続
く
） 

こ
の
法
律
で
は
、
基
本
理
念
と
し
て
、 

「
障
害
の
種
類
や
程
度
に
応
じ
、
情
報
取
得
の
手
段
を 

選
択
で
き
る
よ
う
に
す
る
こ
と
、
障
害
の
な
い
人
と 

同
じ
内
容
の
情
報
を
、
同
時
に
得
ら
れ
る
よ
う
に
す
る
こ
と
」 

な
ど
を
定
め
る
と
と
も
に
、 

情
報
伝
達
機
器
の
開
発
に
対
す
る
助
成
や
、 

多
様
な
手
段
で
緊
急
通
報
が
で
き
る 

仕
組
み
の
整
備
を
求
め
て
い
ま
す
が
、 

国
か
ら
は
、
詳
細
な
通
知
が
ま
だ
き
て
お
り
ま
せ
ん
。 

北
区
で
は
、
「
手
話
言
語
の
確
立
及
び
障
害
の
特
性
に
応
じ
た

意
思
疎
通
の
支
援
に
関
す
る
条
例
」
に
基
づ
き
、 

障
害
の
特
性
に
応
じ
た
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
手
段
が 

利
用
し
や
す
い
環
境
の
構
築
に
努
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
が
、 

今
後
、
国
や
東
京
都
か
ら
通
知
や
、 

示
さ
れ
る
具
体
的
な
取
り
組
み
事
例
な
ど
を
踏
ま
え
、 

対
応
し
て
ま
い
り
ま
す
。 

6
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く
ま
き 

貞
一 

質
問
事
項
概
要 

  

公 

明 

令
和
四
年
六
月
十
日 

個
人 

五 

（
質
問
の
事
項
及
び
要
旨
） 

二 

ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
シ
テ
ィ
に
向
け
て 

 

（
一
）
ア 

高
度
な
省
エ
ネ
技
術
を
駆
使
し
た
新
庁
舎
建
設
を 

イ 

こ
れ
か
ら
新
築
や
改
築
と
な
る
学
校
、
新
庁
舎
、 

北
と
ぴ
あ
な
ど
に
お
け
る
先
進
的
な
省
エ
ネ
建
築
の 

推
進
に
つ
い
て 

 

【
要
旨
】 

 

国
内
で
初
め
て
Ｚ
Ｅ
Ｂ
（
ゼ
ブ)

認
証
を
受
け
た
庁
舎
（
神
奈

川
県
開
成
町
）
視
察
か
ら
、
公
共
建
築
の
際
は
、
必
要
最
低
限
の

我
慢
の
省
エ
ネ
で
な
く
、
百
年
先
を
見
据
え
た
省
エ
ネ
と
住
民
サ

ー
ビ
ス
の
両
立
が
新
た
な
ス
タ
イ
ル
で
あ
る
。 

北
区
の
新
庁
舎
に
お
い
て
も
、
区
民
の
交
流
や
賑
わ
い
を
生
む

ス
ペ
ー
ス
を
確
保
し
つ
つ
、
高
度
な
省
エ
ネ
技
術
を
駆
使
し
た
庁

舎
と
す
べ
き
と
考
え
る
。 

ま
た
、
こ
れ
か
ら
新
築
、
改
築
と
な
る
学
校
、
新
庁
舎
、
北
と

ぴ
あ
等
で
も
開
成
町
の
取
組
み
を
参
考
に
先
進
的
な
省
エ
ネ
建
築

（
Ｚ
Ｅ
Ｂ
化
）
を
進
め
て
い
く
べ
き
と
考
え
る
。 

  

※
Ｚ
Ｅ
Ｂ
と
は
ネ
ッ
ト.

ゼ
ロ
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
ビ
ル
の
略
称
で
、
快
適
な
室
内
環
境
を
実
現

し
な
が
ら
、
建
物
で
消
費
す
る
年
間
の
一
次
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
収
支
を
ゼ
ロ
に
す
る
こ
と
を
目
指

し
た
建
物
の
こ
と
で
あ
る
。 

7
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く
ま
き 

貞
一 

（
答 

弁 

案
）
生
活
環
境
部
環
境
課 

総
務
部
副
参
事
（
新
庁
舎
担
当
） 

地
域
振
興
部
副
参
事
（
（
区
民
施
設
担
当
） 

教
育
振
興
部
学
校
改
築
施
設
管
理
課 

公 

明 

個
人 

五 

二
（
一
）
ア
イ 

 

次
に
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
シ
テ
ィ
に
か
ん
す
る
ご
質
問
に
、 

順
次
、
お
答
え
し
ま
す
。 

は
じ
め
に
、
こ
れ
か
ら
新
築
や
改
築
と
な
る 

学
校
、
新
庁
舎
、
北
と
ぴ
あ
な
ど
に
お
け
る 

先
進
的
な
省
エ
ネ
建
築
の
推
進
に
つ
い
て
、
で
す
。 

 

区
で
は
、
公
共
施
設
の
新
築
及
び
改
修
の
際
は
、 

建
築
物
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
性
能
の
向
上
に
か
ん
す
る
法
律
の 

基
準
に
適
合
し
た
整
備
を
行
い
、
可
能
な
範
囲
で 

断
熱
材
の
採
用
や
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
機
器
の
導
入
な
ど
に 

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。 

し
か
し
、
脱
炭
素
社
会
の
実
現
に
は
、 

公
共
施
設
に
お
け
る
環
境
負
荷
の
さ
ら
な
る
低
減
に 

取
り
組
む
必
要
が
あ
る
と
認
識
し
て
お
り
ま
す
。 

そ
こ
で
、
本
年
度
、 

北
区
役
所
の
事
務
及
び
事
業
に
お
け
る 

温
室
効
果
ガ
ス
排
出
量
の
削
減
に
取
り
組
む
た
め
、 

（
後
頁
へ
続
く
） 

8
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く
ま
き 

貞
一 

（
答 

弁 

案
）
生
活
環
境
部
環
境
課 

総
務
部
副
参
事
（
新
庁
舎
担
当
） 

地
域
振
興
部
副
参
事
（
（
区
民
施
設
担
当
） 

教
育
振
興
部
学
校
改
築
施
設
管
理
課 

公 

明 

個
人 

五 

（
前
頁
か
ら
続
く
） 

「
北
区
役
所
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
実
行
計
画
」
の
策
定
に 

着
手
し
ま
し
た
。 

策
定
に
あ
た
っ
て
は
、
他
自
治
体
の
事
例
や
、 

建
築
物
の
環
境
性
能
及
び
低
コ
ス
ト
化
に
か
ん
す
る 

技
術
開
発
の
動
向
等
を
踏
ま
え
な
が
ら
、 

学
校
を
は
じ
め
各
施
設
の
用
途
や
規
模
、 

す
で
に
あ
る
改
修
計
画
な
ど
を
考
慮
し
、 

費
用
対
効
果
を
含
め
実
効
性
の
あ
る
取
組
み
を 

検
討
し
て
ま
い
り
ま
す
。 

な
お
、
北
と
ぴ
あ
に
つ
い
て
は
、 

本
年
三
月
に
策
定
し
た
北
と
ぴ
あ
改
修
基
本
計
画
に
お
い
て
、 

目
標
と
し
て
現
状
の
建
物
状
況
を
勘
案
し 

「
Ｚ
Ｅ
Ｂ 

Ｏ
ｒ
ｉ
ｅ
ｎ
ｔ
ｅ
ｄ
（
ぜ
ぶ 

お
り
え
ん
て
っ
ど

）
」
へ
の 

適
合
を
検
討
す
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。 

  

（
後
頁
へ
続
く
） 
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く
ま
き 

貞
一 

（
答 

弁 

案
）
生
活
環
境
部
環
境
課 

総
務
部
副
参
事
（
新
庁
舎
担
当
） 

地
域
振
興
部
副
参
事
（
（
区
民
施
設
担
当
） 

教
育
振
興
部
学
校
改
築
施
設
管
理
課 

公 

明 

個
人 

五 

（
前
頁
か
ら
続
く
） 

ま
た
、
新
庁
舎
に
つ
い
て
は
、 

現
在
策
定
を
進
め
て
い
る 

新
庁
舎
建
設
基
本
計
画
中
間
の
ま
と
め
に
お
い
て
、 

「
Ｚ
Ｅ
Ｂ 

Ｏ
ｒ
ｉ
ｅ
ｎ
ｔ
ｅ
ｄ
（
ぜ
ぶ 

お
り
え
ん
て
っ
ど

）
」
の 

達
成
を
目
標
と
し
て
お
り
、 

ラ
イ
フ
サ
イ
ク
ル
コ
ス
ト
の
抑
制
に
も 

配
慮
し
な
が
ら
、
最
新
の
技
術
を
取
り
入
れ
、 

よ
り
高
い
目
標
を
実
現
で
き
る
よ
う
、 

「
新
庁
舎
建
設
基
本
計
画
」
の
策
定
に
向
け
て 

検
討
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。 

 10
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く
ま
き 

貞
一 

質
問
事
項
概
要 

  

公 

明 

令
和
四
年
六
月
十
日 

個
人 

五 

（
質
問
の
事
項
及
び
要
旨
） 

二 

ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
シ
テ
ィ
に
向
け
て 

 

（
二
）
区
有
施
設
に
お
け
る
電
力
の
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
へ
の

切
り
替
え
に
つ
い
て 

 

【
要
旨
】 

港
区
で
は
現
在
、
区
役
所
な
ど
全
一
五
五
の
区
有
施
設
で
使
用

す
る
電
力
を
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
由
来
一
〇
〇
％
の
電
力
へ

切
り
替
え
を
計
画
的
に
進
め
て
い
る
。
北
区
と
し
て
も
区
役
所
及

び
区
有
施
設
で
使
用
す
る
電
力
を
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
積
極

的
に
切
り
替
え
て
い
く
べ
き
と
考
え
る
が
区
の
見
解
は
。 

   11
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く
ま
き 

貞
一 

（
答 

弁 

案
）
生
活
環
境
部
環
境
課 

総
務
部
総
務
課 公 

明 

個
人 

五 

二
（
二
） 

 

次
に
、
区
有
施
設
に
お
け
る
電
力
の 

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
へ
の
切
り
替
え
に
つ
い
て
、
で
す
。 

区
で
は
、
「
電
力
の
供
給
を
受
け
る
契
約
に
か
か
る 

環
境
配
慮
方
針
」
を
定
め
、 

こ
れ
ま
で
も
環
境
負
荷
の
少
な
い
電
力
と
の
契
約
を 

図
っ
て
き
ま
し
た
。 

本
年
度
は
、
昨
年
六
月
に
表
明
し
た 

「
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
シ
テ
ィ
宣
言
」
の
実
現
に
向
け
て
、 

区
が
事
業
者
と
し
て
率
先
し
て
脱
炭
素
に
取
り
組
む
た
め
、 

区
役
所
本
庁
舎
の
使
用
す
る
電
力
に 

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
導
入
し
ま
し
た
。 

今
後
、
他
の
区
有
施
設
に
つ
い
て
も
、 

電
力
市
場
の
動
向
等
を
注
視
し
な
が
ら 

コ
ス
ト
と
効
果
の
バ
ラ
ン
ス
を
考
慮
し
た 

電
力
契
約
の
あ
り
方
を
検
討
し
、 

現
在
策
定
中
の
「
北
区
役
所
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
実
行
計
画
」
の 

取
組
み
の
ひ
と
つ
と
し
て
位
置
付
け
て
ま
い
り
ま
す
。 

12
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く
ま
き 

貞
一 

質
問
事
項
概
要 

  

公 

明 

令
和
四
年
六
月
十
日 

個
人 

五 

（
質
問
の
事
項
及
び
要
旨
） 

二 

ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
シ
テ
ィ
に
向
け
て 

（
三
）
庁
有
車
の
電
動
化
及
び
急
速
充
電
器
の
設
置
に
つ
い
て 

ア 

庁
有
車
の
電
動
化
に
つ
い
て
、
区
の
考
え
は
ど
う
か
。 

 
 

イ 

区
役
所
の
駐
車
場
に
電
動
車
用
の
急
速
充
電
器
を 

設
置
す
べ
き
と
考
え
る
が
、
区
の
考
え
は
ど
う
か
。 

           13
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く
ま
き 

貞
一 

（
答 

弁 

案
） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

総
務
部
総
務
課
・
生
活
環
境
部
環
境
課 

公 

明 

個
人 

五 

二
（
三
）
ア
イ 

 

次
に
、
庁
有
車
の
電
動
化
に
つ
い
て
で
す
。 

 

庁
有
車
を
電
動
化
し
て
い
く
こ
と
に
つ
き
ま
し
て
は
、 

二
酸
化
炭
素
排
出
量
の
抑
制
に
一
定
の
効
果
が
あ
る
と 

認
識
し
て
い
ま
す
。 

 

一
方
で
、
価
格
や
車
種
の
選
択
肢
、
航
続
距
離
、 

ま
た
充
電
設
備
の
普
及
状
況
な
ど
様
々
な
課
題
が
あ
り
、 

震
災
等
（
と
う
）

に
よ
り
大
規
模
停
電
が
発
生
し
た
場
合
に
は
、 

輸
送
手
段
と
し
て
の
活
用
が
困
難
と
な
る
事
態
も 

想
定
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
す
。 

こ
う
し
た
課
題
や
リ
ス
ク
を
勘
案
し
つ
つ
、 

車
両
の
更
新
時
期
を
捉
え 

国
や
東
京
都
の
施
策
な
ど
も
視
野
に
入
れ
な
が
ら
、 

電
気
自
動
車
を
含
め 

環
境
に
配
慮
し
た
車
両
を
導
入
し
て
ま
い
り
ま
す
。 

区
役
所
本
庁
舎
駐
車
場
へ
の 

急
速
充
電
器
の
設
置
に
つ
き
ま
し
て
は
、 

他
区
の
状
況
な
ど
も
参
考
に
検
討
し
て
ま
い
り
ま
す
。 

14
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く
ま
き 

貞
一 

質
問
事
項
概
要 

  

公 

明 

令
和
四
年
六
月
十
日 

個
人 

五 

（
質
問
の
事
項
及
び
要
旨
） 

二 

ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
シ
テ
ィ
に
向
け
て 

 

（
四
）
区
が
率
先
し
て
「
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
シ
テ
ィ
」
実
現
に
向
け

て
取
り
組
む
姿
勢
を
示
す
こ
と
に
つ
い
て 

 
 
 

【
要
旨
】 

区
が
率
先
し
て
「
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
シ
テ
ィ
」
実
現
に
向
け
て
取

り
組
む
姿
勢
を
示
し
、
事
業
者
や
家
庭
で
の
二
酸
化
炭
素
削
減
を

促
し
て
い
く
こ
と
が
肝
要
で
あ
る
と
考
え
る
が
区
の
見
解
は
。 

      15
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く
ま
き 

貞
一 

（
答 

弁 

案
） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

生
活
環
境
部 

環
境
課 

公 

明 

個
人 

五 

二
（
四
） 

 

次
に
区
が
率
先
し
て
「
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
シ
テ
ィ
」
の 

実
現
に
向
け
て
取
り
組
む
姿
勢
を
示
す
こ
と
に
つ
い
て
で
す
。 

区
は
様
々
な
施
策
を
推
進
す
る
立
場
で
あ
る
一
方
、 

多
く
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
消
費
す
る 

区
内
最
大
規
模
の
事
業
者
で
も
あ
り
ま
す
。 

改
定
中
の
「
環
境
基
本
計
画
」
骨
子
案
で
目
標
と
し
た 

二
千
三
十
年
度 

温
室
効
果
ガ
ス 

 

五
十
パ
ー
セ
ン
ト
削
減
を
達
成
す
る
に
は
、 

区
自
ら
が
率
先
し
て
取
り
組
み
、 

区
民
や
事
業
者
の
皆
さ
ま
の
共
感
と 

協
力
を
得
て
い
く
こ
と
が
必
要
不
可
欠
で
す
。 

 

そ
の
た
め
、
本
年
度
、
北
区
役
所
の
事
務
事
業
に
お
け
る 

温
室
効
果
ガ
ス
の
さ
ら
な
る
削
減
に
向
け
て
、 

二
千
二
十
三
年
度
か
ら
五
年
間
を
計
画
期
間
と
す
る 

北
区
役
所
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
実
行
計
画
の
策
定
に
着
手
し
ま
し
た
。 

 

（
後
頁
へ
続
く
） 
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く
ま
き 

貞
一 

（
答 

弁 

案
） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

生
活
環
境
部 

環
境
課 

公 

明 

個
人 

五 

（
前
頁
か
ら
続
く
） 

策
定
に
あ
た
っ
て
は
、 

庁
内
横
断
的
な
検
討
会
を
設
置
し
、 

温
室
効
果
ガ
ス
の
排
出
状
況
や 

削
減
効
果
な
ど
を
検
証
し
た
う
え
で 

「
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
シ
テ
ィ
」
の
実
現
に
向
け
た 

新
た
な
削
減
目
標
を
設
定
し
て
ま
い
り
ま
す
。 

そ
し
て
、
そ
の
達
成
に
向
け
て 

区
有
施
設
へ
の
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
導
入
を
は
じ
め
、 

日
常
業
務
に
お
け
る
具
体
的
な
脱
炭
素
行
動
や 

実
効
性
の
あ
る
施
策
を
検
討
す
る
と
と
も
に
、 

計
画
の
進
捗
状
況
を
わ
か
り
や
す
く
発
信
し
て
い
く
こ
と
で
、 

区
民
や
事
業
者
の
皆
さ
ま
の
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
へ
の 

意
識
の
普
及
と
浸
透
を
め
ざ
し
て
ま
い
り
ま
す
。 
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く
ま
き 

貞
一 

質
問
事
項
概
要 

  

公 

明 

令
和
四
年
六
月
十
日 

個
人 

五 

（
質
問
の
事
項
及
び
要
旨
） 

三 

視
覚
障
が
い
者
の
安
全
確
保
の
た
め
に  

（
一
） 

歩
行
時
間
延
長
信
号
機
用
小
型
送
信
機
の
普
及
啓
発 

（
二
） 

歩
行
者
等
支
援
情
報
通
信
シ
ス
テ
ム
対
応
信
号
機
の
区
内

設
置
の
要
望
に
つ
い
て 

【
要
旨
】  

（
一
）「
歩
行
時
間
延
長
信
号
機
用
小
型
送
信
機
」
の
普
及
啓
発

に
つ
い
て
、
令
和
二
年
第
二
回
定
例
会
の
個
人
質
問
に
お
い
て
要

望
し
た
が
、
そ
の
後
の
取
り
組
み
と
成
果
は
。 

（
二
）「
歩
行
者
等
支
援
情
報
通
信
シ
ス
テ
ム
」
の
対
応
信
号
機

は
、
信
号
機
か
ら
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
に
信
号
情
報
を
提
供
す
る
の

で
、
設
置
に
あ
た
っ
て
の
近
隣
住
民
と
の
調
整
も
容
易
で
あ
る
ほ

か
、
従
来
の
音
響
式
信
号
機
よ
り
も
安
価
に
整
備
で
き
る
。
現

在
、
二
十
三
区
で
は
新
宿
区
に
の
み
対
応
信
号
機
が
設
置
さ
れ
て

い
る
が
、
北
区
に
も
設
置
す
る
よ
う
に
東
京
都
、
警
察
に
要
望
す

べ
き
と
考
え
る
。 

※
「
歩
行
時
間
延
長
信
号
機
用
小
型
送
信
機
」（
製
品
名
：
シ
グ
ナ
ル
エ
イ
ド
）
自
分
の
意
志
で
操
作
す
る
事
に
よ
り
音
響
・

音
声
案
内
を
受
け
ら
れ
る
小
型
送
受
信
機
。
常
に
反
応
す
る
音
声
案
内
と
異
な
り
、
必
要
な
時
に
必
要
な
音
響
・
音
声
案
内
を

受
け
ら
れ
る
。
歩
行
時
間
延
長
信
号
機
の
ほ
か
、
音
声
標
識
ガ
イ
ド
シ
ス
テ
ム
、
音
響
案
内
装
置
に
も
対
応
。
障
害
福
祉
サ
ー

ビ
ス
の
日
常
生
活
用
具
購
入
費
用
助
成
の
対
象
品
目
に
な
っ
て
い
る
。 

※
「
歩
行
者
等
支
援
情
報
通
信
シ
ス
テ
ム
」
信
号
機
か
ら
ブ
ル
ー
ト
ゥ
ー
ス
に
よ
り
、
信
号
情
報
を
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
に
提
供

す
る
シ
ス
テ
ム
。
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
で
は
、
交
差
点
名
称
、
方
向
別
の
歩
行
者
用
信
号
の
色
、
経
過
時
間
（
残
り
時
間
）
を
表

示
、
音
声
出
力
す
る
ほ
か
、
バ
イ
ブ
レ
ー
シ
ョ
ン
に
よ
り
信
号
の
状
態
等
を
案
内
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
っ
て
い
る
。 
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く
ま
き 

貞
一 

（
答 

弁 

案
） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

福
祉
部
障
害
福
祉
課 

ま
ち
づ
く
り
部
都
市
計
画
課 

公 

明 

個
人 

五 

三
（
一
）
（
二
）  

次
に
、
視
覚
障
害
者
の
安
全
確
保
の
た
め
に
の
う
ち
、 

は
じ
め
に
、
歩
行
時
間
延
長
信
号
機
用
小
型
送
信
機
の 

普
及
啓
発
に
つ
い
て
お
答
え
し
ま
す
。 

こ
の
送
信
機
に
つ
い
て
は
、
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の 

日
常
生
活
用
具
の
購
入
費
用
助
成
の
対
象
品
目
と
し
て
い
ま
す
。 

区
で
は
、
「
障
害
者
福
祉
の
し
お
り
」
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
、

日
常
生
活
用
具
の
対
象
品
目
を
案
内
し
て
い
ま
す
が
、 

利
用
者
は
毎
年
数
件
程
度
で
、
送
信
機
の
認
知
度
は 

上
が
っ
て
い
な
い
現
状
に
あ
り
ま
す
。 

 

送
信
機
の
普
及
啓
発
に
つ
い
て
は
、 

昨
今
の
コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
は
、 

講
習
会
な
ど
の
開
催
は
難
し
い
状
況
で
し
た
。 

今
後
、
外
出
の
機
会
が
増
え
る
こ
と
が
見
込
ま
れ
る
中
で
は
、 

送
信
機
の
普
及
啓
発
に
つ
い
て
、 

効
果
的
な
方
法
を
当
事
者
団
体
に
相
談
す
る
な
ど
、 

取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。 

 
 
 
 
 
 

（
後
頁
へ
続
く
） 
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く
ま
き 

貞
一 

（
答 

弁 

案
） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

福
祉
部
障
害
福
祉
課 

ま
ち
づ
く
り
部
都
市
計
画
課 

公 

明 

個
人 

五 

（
前
頁
か
ら
続
く
） 

次
に
、
歩
行
者
等
支
援
情
報
通
信
シ
ス
テ
ム
対
応
信
号
機
の 

区
内
設
置
へ
の
要
望
に
つ
い
て
の
ご
質
問
に
お
答
え
し
ま
す
。 

 

ご
紹
介
の
あ
り
ま
し
た
情
報
通
信
シ
ス
テ
ム
は
、 

現
在
、
警
察
庁
が
取
組
を
推
進
し
て
い
る 

「
新
交
通
管
理
シ
ス
テ
ム
」
の
ひ
と
つ
で
、 

交
差
点
等
に
設
置
す
る
通
信
装
置
と 

歩
行
者
が
所
持
す
る
携
帯
端
末
の 

双
方
向
で
情
報
を
や
り
取
り
す
る
こ
と
に
よ
り
、
歩
行
者
に 

交
差
点
の
名
称
や
信
号
の
状
態
な
ど
に
関
す
る
情
報
を 

提
供
す
る
も
の
で
、 

視
覚
障
害
の
あ
る
方
な
ど
の
、
安
全
性
の
確
保
及
び
向
上
に 

有
効
な
シ
ス
テ
ム
で
あ
る
と
認
識
を
し
て
い
ま
す
。 

（
後
頁
へ
続
く
）     
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く
ま
き 

貞
一 

（
答 

弁 

案
） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

福
祉
部
障
害
福
祉
課 

ま
ち
づ
く
り
部
都
市
計
画
課 

公 

明 

個
人 

五 

（
前
頁
か
ら
続
く
） 

区
と
し
ま
し
て
は
、
ま
ず
は
、 

区
内
に
お
け
る
計
画
的
な
バ
リ
ア
フ
リ
ー
の
推
進
を 

図
る
た
め
に
設
置
し
て
い
る 

「
北
区
バ
リ
ア
フ
リ
ー
基
本
構
想
推
進
協
議
会
」
の 

場
に
お
い
て
、 

警
察
や
東
京
都
、
障
害
者
団
体
な
ど
、
関
係
機
関
・
団
体
と
の 

意
見
交
換
や
情
報
収
集
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。 
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く
ま
き 

貞
一 

質
問
事
項
概
要 

  

公 

明 

令
和
四
年
六
月
十
日 

個
人 

五 

（
質
問
の
事
項
及
び
要
旨
） 

四 

（
仮
称
）
芥
川
龍
之
介
記
念
館
に
つ
い
て 

（
一
） 

（
仮
称
）
芥
川
記
念
館
開
館
に
向
け
た
今
後
の
ス
ケ
ジ

ュ
ー
ル
に
つ
い
て 

 22
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く
ま
き 

貞
一 

（
答 

弁 

案
） 

 

地
域
振
興
部
副
参
事
（
北
区
文
化
振
興
財
団
派
遣
）
・
文
化
施
策
担
当
課
長 

公 

明 

個
人 

五 

四
（
一
） 

次
に
、（
仮
称
）
芥
川
龍
之
介
記
念
館
に
か
ん
す
る 

ご
質
問
に
つ
い
て
、
順
次
、
お
答
え
い
た
し
ま
す
。 

（
仮
称
）
芥
川
龍
之
介
記
念
館
の
建
設
に
つ
い
て
は
、 

令
和
三
年
度
予
算
編
成
に
お
け
る 

「
緊
急
的
な
財
源
対
策
」
に
よ
り
、 

建
設
工
事
を
繰
延
べ
ま
し
た
が
、 

令
和
四
年
度
は 

（
仮
称
）
芥
川
龍
之
介
記
念
館
に
展
示
す
る
収
蔵
物
を 

適
切
に
管
理
・
保
管
す
る
た
め
、 

田
端
文
士
村
記
念
館
収
蔵
庫
の
拡
張
工
事
、 

並
び
に
老
朽
化
し
た
空
調
設
備
更
新
を 

先
行
し
て
実
施
す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。 

な
お
、
建
設
工
事
再
開
時
期
に
つ
き
ま
し
て
は
、 

収
蔵
庫
拡
張
工
事
の
進
捗
状
況
、 

財
政
状
況
等
を
見
極
め
た
上
で
、 

検
討
し
て
ま
い
り
ま
す
。 
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く
ま
き 

貞
一 

質
問
事
項
概
要 

  

公 

明 

令
和
四
年
六
月
十
日 

個
人 

五 

（
質
問
の
事
項
及
び
要
旨
） 

四 

（
仮
称
）
芥
川
龍
之
介
記
念
館
に
つ
い
て 

（
一
） 

（
仮
称
）
芥
川
記
念
館
開
館
に
向
け
た
今
後
の
ス
ケ
ジ

ュ
ー
ル
に
つ
い
て 

（
二
） 

開
館
に
向
け
て
の
資
料
収
集
と
小
中
学
校
と
の
連
携 

 
 

ア 

開
館
に
向
け
て
の
資
料
収
集
は
進
ん
で
い
る
か 

（
三
） 

（
仮
称
）
芥
川
龍
之
介
記
念
館
を
盛
り
上
げ
る
た
め
に 

 
 

ア 

Ｋ
バ
ス
田
端
循
環
ル
ー
ト
に
芥
川
龍
之
介
ラ
ッ
ピ
ン
グ

バ
ス
を
運
行
し
て
は
ど
う
か 

 
 

イ 

Ｊ
Ｒ
東
日
本
と
連
携
し
田
端
駅
及
び
駅
前
周
辺
を
含
め

た
一
体
化
し
た
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
は
ど
う
か 

（
四
） 

他
の
文
学
館
と
の
連
携
の
反
響
と
更
な
る
連
携
の
拡
大

を
す
べ
き 

（
五
） 

芥
川
龍
之
介
河
童
図
マ
ス
ク
の
反
響
と
芥
川
グ
ッ
ズ
の

開
発
を
す
べ
き 

（
六
） 

拡
張
現
実
（
Ａ
Ｒ
）
を
活
用
し
た
展
示
を
取
り
入
れ
る

べ
き 

 24
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く
ま
き 

貞
一 

（
答 

弁 

案
） 

 

地
域
振
興
部
副
参
事
（
北
区
文
化
振
興
財
団
派
遣
） 

公 

明 

個
人 

五 

四
（
二
）
ア 

次
に
、
開
館
に
向
け
て
の
資
料
収
集
に
つ
い
て
、 

お
答
え
し
ま
す
。 

（
仮
称
）
芥
川
龍
之
介
記
念
館
に
展
示
す
る 

資
料
に
つ
き
ま
し
て
は
、 

資
料
を
保
有
し
て
い
る
文
学
館
な
ど
に
、 

北
区
が
そ
の
資
料
の
複
製
を 

作
成
す
る
許
可
を
頂
く
た
め
の
依
頼
を
す
る
な
ど
、 

着
実
に
資
料
収
集
を
進
め
て
お
り
ま
す
。 

一
昨
年
度
は
日
本
近
代
文
学
館
か
ら
、 

昨
年
度
は
神
奈
川
近
代
文
学
館
か
ら
許
可
を
頂
き
、 

複
製
を
作
成
い
た
し
ま
し
た
。 

今
年
度
は
、
山
梨
県
文
学
館
が
保
有
す
る
資
料
の
複
製
を 

作
成
す
る
予
定
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。 

ま
た
、
昨
年
度
に
は
芥
川
龍
之
介 

愛
用
の
ネ
ク
タ
イ
を 

関
係
者
か
ら
ご
寄
贈
い
た
だ
い
た
と
こ
ろ
で
す
。 

 

（
後
頁
へ
続
く
） 
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く
ま
き 

貞
一 

（
答 

弁 

案
） 

 

地
域
振
興
部
副
参
事
（
北
区
文
化
振
興
財
団
派
遣
） 

公 

明 

個
人 

五 

（
前
頁
よ
り
続
く
） 

こ
の
よ
う
に
し
て
収
集
し
ま
し
た
資
料
の
う
ち
、 

田
端
文
士
村
記
念
館
に
お
け
る 

企
画
展
示
の
内
容
に
沿
う
も
の
は
、 

順
次
公
開
す
る
な
ど
、 

（
仮
称
）
芥
川
龍
之
介
記
念
館
の
開
館
に
向
け
て
の 

機
運
醸
成
に
も
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。 
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く
ま
き 

貞
一 

（
答 

弁 

案
） 

 

地
域
振
興
部
副
参
事
（
北
区
文
化
振
興
財
団
派
遣
） 

公 

明 

個
人 

五 

四
（
三
）
ア 

次
に
、（
仮
称
）
芥
川
龍
之
介
記
念
館
を 

盛
り
上
げ
て
い
く
た
め
に 

Ｋ
（
ケ
ー
）
バ
ス
田
端
循
環
ル
ー
ト
に 

芥
川
龍
之
介
ラ
ッ
ピ
ン
グ
バ
ス
を
運
行
す
る
こ
と
に
つ
い
て
、 

お
答
え
い
た
し
ま
す
。 

ご
提
案
の 

芥
川
龍
之
介
ラ
ッ
ピ
ン
グ
バ
ス
に
つ
き
ま
し
て
は
、 

東
京
北
区
渋
沢
栄
一
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
も 

メ
デ
ィ
ア
で
報
道
さ
れ
る
な
ど 

Ｐ
Ｒ
（
ピ
ー
ア
ー
ル
）
効
果
が
高
か
っ
た
こ
と
か
ら
、 

所
有
権
な
ど
の
権
利
関
係
に
配
慮
し
な
が
ら 

（
仮
称
）
芥
川
龍
之
介
記
念
館
の
開
館
に
向
け
た 

Ｐ
Ｒ
（
ピ
ー
ア
ー
ル
）
手
法
の
ひ
と
つ
と
し
て 

検
討
し
て
ま
い
り
ま
す
。 
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く
ま
き 

貞
一 

（
答 

弁 

案
） 

 

地
域
振
興
部
副
参
事
（
北
区
文
化
振
興
財
団
派
遣
） 

公 

明 

個
人 

五 

四
（
三
）
イ 

続
き
ま
し
て
、「
芥
川
龍
之
介
と
言
え
ば
田
端
」
と 

内
外
に
発
信
し
て
い
く
た
め
に
Ｊ
Ｒ
東
日
本
と
連
携
し
、 

田
端
駅
及
び
駅
前
周
辺
を
含
め
た 

一
体
化
し
た
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
い
く
こ
と
に
つ
い
て
で
す
。 

Ｊ
Ｒ
東
日
本
田
端
駅
に
は
、 

現
在
、
構
内
北
口
改
札
付
近
に
、 

田
端
文
士
村
記
念
館
で
の
展
示
の
ポ
ス
タ
ー
を 

掲
示
し
て
頂
い
て
お
り
ま
す
。 

一
方
、
本
年
一
月
に
Ｊ
Ｒ
東
日
本
が
開
催
し
ま
し
た
、 

「
駅
か
ら
ハ
イ
キ
ン
グ 

鉄
道
と
文
豪
の
街 

田
端
」
で
は
、 

田
端
文
士
村
記
念
館
が 

ま
ち
巡
り
ポ
イ
ン
ト
の
ひ
と
つ
と
な
る
な
ど
、 

相
互
で
事
業
協
力
を
行
っ
て
い
ま
す
。 

今
後
も
、 

「
芥
川
龍
之
介
と
言
え
ば
北
区
田
端
」
と 

多
く
の
方
に
伝
わ
る
よ
う
、 

関
係
各
所
と
の
連
携
を
深
め
て
ま
い
り
ま
す
。 
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く
ま
き 

貞
一 

（
答 

弁 

案
） 

 

地
域
振
興
部
副
参
事
（
北
区
文
化
振
興
財
団
派
遣
） 

公 

明 

個
人 

五 

四
（
四
） 

次
に
、
他
の
文
学
館
と
の
連
携
に
つ
い
て
で
す
。 

（
仮
称
）
芥
川
龍
之
介
記
念
館
の
基
本
的
な
考
え
方 

及
び 

整
備
構
想
に
お
い
て
、
近
隣
に
あ
る
施
設
と
の
連
携
や 

区
外
の
文
学
館
や
記
念
館
、
文
化
施
設
と
連
携
し
た 

事
業
の
実
施
な
ど
、
回
遊
促
進
策
は
重
要
と
と
ら
え
て
い
ま
す
。 

そ
の
実
現
の
た
め
、
渋
沢
史
料
館
ほ
か
五
つ
の
施
設
と 

「
飛
鳥
山
～
田
端 

文
化
ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
」
を
作
成
し
、 

利
用
者
か
ら
好
評
を
得
て
い
ま
す
。 

ま
た
本
年
三
月
か
ら
開
催
し
て
い
る
、 

「
太
宰
治
展
示
室 

三
鷹
の
此
の
小
さ
い
家
」、 

「
新
宿
歴
史
博
物
館
」
と
の
三
館
協
働
企
画
展
示
に
よ
り
、 

田
端
文
士
村
記
念
館
へ
の
来
館
者
が
増
加
し
て
い
ま
す
。 

さ
ら
に
、
本
年
秋
に
は
、
今
年
で
没
後
八
十
年
を
迎
え
る 

萩
原
朔
太
郎
（
は
ぎ
わ
ら
さ
く
た
ろ
う
）
に
ま
つ
わ
る
連
携
展
示 

「
萩
原
朔
太
郎
大
全
（
は
ぎ
わ
ら
さ
く
た
ろ
う
た
い
ぜ
ん
）
」
を 

全
国
五
十
余
り
の
文
学
館
等
で
行
う
予
定
と
な
っ
て
お
り
、 

（
後
頁
へ
続
く
） 
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く
ま
き 

貞
一 

（
答 

弁 

案
） 

 

地
域
振
興
部
副
参
事
（
北
区
文
化
振
興
財
団
派
遣
） 

公 

明 

個
人 

五 

（
前
頁
か
ら
続
く
） 

田
端
文
士
村
記
念
館
も
参
加
い
た
し
ま
す
。 

今
後
も
、 

芥
川
龍
之
介
と
親
交
の
あ
っ
た
作
家
の
記
念
館
を
中
心
に
、 

連
携
し
た
企
画
や
展
示
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。 
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く
ま
き 

貞
一 

（
答 

弁 

案
） 

 

地
域
振
興
部
副
参
事
（
北
区
文
化
振
興
財
団
派
遣
） 

公 

明 

個
人 

五 

四
（
五
） 

次
に
、
田
端
文
士
村
記
念
館
オ
リ
ジ
ナ
ル
限
定
グ
ッ
ズ 

「
芥
川
龍
之
介
河
童
図
マ
ス
ク
」
の
反
響
に
つ
い
て
で
す
。 

昨
年
の
河
童
忌
（
か
っ
ぱ
き
）
特
別
展
示
に
向
け
て
、 

「
芥
川
龍
之
介
河
童
図
マ
ス
ク
」
を
作
成
し
た
と
こ
ろ
、 

来
館
者
か
ら
好
評
を
い
た
だ
き 

昨
年
度
九
か
月
で
、
四
百
七
十
四
枚
を
販
売
い
た
し
ま
し
た
。 

引
き
続
き
、
企
画
展
の
内
容
や
季
節
に
合
わ
せ
た
も
の
を 

作
製
し
販
売
し
て
い
く
予
定
で
す
。 

な
お
、
新
た
な
グ
ッ
ズ
作
製
に
つ
い
て
は
、 

所
有
権
な
ど
の
権
利
関
係
に
配
慮
し
な
が
ら
、 

来
館
者
に
喜
ば
れ
る
新
た
な
グ
ッ
ズ
に
つ
い
て 

検
討
し
て
ま
い
り
ま
す
。 
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く
ま
き 

貞
一 

（
答 

弁 

案
） 

 

地
域
振
興
部
副
参
事
（
北
区
文
化
振
興
財
団
派
遣
） 

公 

明 

個
人 

五 

四
（
六
） 

次
に
、
拡
張
現
実
（
Ａ
Ｒ
（
エ
ー
ア
ー
ル
）
）
を 

活
用
し
た
展
示
に
つ
い
て
で
す
。 

田
端
文
士
村
記
念
館
で
は
、
一
部
の
展
示
物
に
つ
い
て
、 

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
ア
プ
リ
「
ポ
ケ
ッ
ト
学
芸
員
」
を
利
用
し 

展
示
物
解
説
を
行
っ
て
い
ま
す
。 

（
仮
称
）
芥
川
龍
之
介
記
念
館
の
基
本
的
な
考
え
方 

及
び 

整
備
構
想
で
も
、 

限
ら
れ
た
ス
ペ
ー
ス
で
の
充
実
し
た
展
示
の
実
現
の
た
め
、 

映
像
や
Ｉ
Ｃ
Ｔ
（
ア
イ
シ
ー
テ
ィ
）
技
術
等
の
活
用
を 

検
討
す
る
と
し
て
い
ま
す
。 

ご
提
案
い
た
だ
い
た 

Ａ
Ｒ
（
エ
ー
ア
ー
ル
）
も
含
め
、 

Ｉ
Ｃ
Ｔ
技
術
を
活
用
し
た
展
示
解
説
に
つ
い
て
、 

引
き
続
き
研
究
し
て
ま
い
り
ま
す
。 

 32
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く
ま
き 

貞
一 

質
問
事
項
概
要 

教
育
長
答
弁 

公 

明 

令
和
四
年
六
月
十
日 

個
人 

五 

（
質
問
の
事
項
及
び
要
旨
） 

四 

（
仮
称
）
芥
川
龍
之
介
記
念
館
に
つ
い
て 

（
二
）
開
館
に
向
け
て
の
資
料
収
集
と
小
中
学
校
と
の
連
携 

イ 

小
中
学
校
と
の
連
携
に
つ
い
て 

 【
要
旨
】 

令
和
二
年
第
四
定
例
会
に
お
い
て
要
望
し
た
、 

田
端
文
士
村
記
念
館
と
小
中
学
校
と
は
、
ど
の
よ
う
に
連
携
が
進

ん
で
い
る
の
か
。 

      33
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く
ま
き 

貞
一 

（
答 

弁 

案
）

教
育
長
答
弁 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

教
育
振
興
部
教
育
指
導
課 

公 

明 

個
人 

五 

四
（
二
）
イ 

私
か
ら
は
、
田
端
文
士
村
記
念
館
と 

区
立
小
中
学
校
と
の
連
携
に
つ
い
て
お
答
え
し
ま
す
。 

令
和
三
年
度
は
、 

田
端
小
学
校
の
第
五
学
年
児
童
と 

田
端
中
学
校
の
第
一
学
年
生
徒
が 

田
端
文
士
村
記
念
館
を
見
学
す
る
と
と
も
に
、 

記
念
館
の
職
員
が
、 

田
端
中
学
校
の
第
一
学
年
生
徒
に
対
し
て 

出
前
授
業
を
行
い
ま
し
た
。 

ま
た
、
区
立
の
複
数
の
小
中
学
校
の
児
童
・
生
徒
が
、 

記
念
館
で
実
施
し
て
い
る
、 

「
子
ど
も
芥
川
龍
之
介
検
定
」
に
参
加
し
て
お
り
、 

令
和
二
年
度
の
三
百
九
十
名
か
ら
、 

令
和
三
年
度
に
は
、
千
二
百
二
十
一
名
へ
と 

参
加
者
が
増
え
て
い
ま
す
。 

（
後
頁
へ
続
く
）  

34



  

 

6/6/2022 7:52:06 PM                 2 / 2 
 

く
ま
き 

貞
一 

（
答 

弁 

案
）

教
育
長
答
弁 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

教
育
振
興
部
教
育
指
導
課 

公 

明 

個
人 

五 

（
前
頁
か
ら
続
く
） 

教
育
委
員
会
と
し
て
は 

引
き
続
き
、
区
長
部
局
の
協
力
の
も
と
、 

田
端
文
士
村
記
念
館
と
の
連
携
な
ど
に
よ
り
、 

北
区
に
ゆ
か
り
の
あ
る
偉
人
の
功
績
等
に
つ
い
て
知
り
、 

北
区
に
育
ち
、
北
区
で
学
ん
だ
こ
と
を
誇
り
に
思
え
る 

人
材
の
育
成
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。 
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